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主篇 古代イン ドにおける沙門の拾頭 とその背景
第1章 問 題 の 所 在 と研 究 方 法
ジ ャイ ナ教 聖 典 の 最古 層 の一 つ で あ るrウ ッタ ラ ッジ ャー ヤ ー』 の 第12章 「黄 色 い髪 を した者 」
(Hariesa,、Skt.Harike5a)は 、 ジ ャイ ナ聖 典 に保 存 され た 沙 門 詩 集 の な か で 最 も興 味 深 し、・作 品 の
一 つ で あ る
。
この章 に おけ る主 人 公 は 、 不 可 触 民(cahd互1a)の 家 系 に 生 まれ たHarike5a-Balaと 名 づ け る比
丘 で あ る。 彼 は 感官 を制 御 し、高 い徳 を備 え た聖 者(muni)で あ る。 彼 の外 貌 は痩 せ 衰 え、 み す
ぼ ら しい風 体 を して い る。 も っ と具体 的 に言 え ば・ 色 が 黒 く、 歯 が 突 き出 て お り・ 鼻 が くぼ み ・醜
く、糞 掃 衣 を 着 て い る。 彼 は 自己 を 「沙 門 」(samana)と 呼 び 、 自制 と梵 行(brahmac議rin)に
努 め、 料 理 す る こ ともな く、 もの を所 有 す る こ と もな く、 他 の人 のた め に 用 意 され た食 物 を乞 食 し
て生 命 を支 え て い る。
これ に対 して、 こ こに登 場 す るバ ラ モ ンは 、聖 火 を祀 り、祭 祀 を 行 な う祭官 と して描 かれ て い る。
当 然 、 バ ラモ ンは ヴ ェー ダを 知 り、 供 養 され る祭官 で あ る。 食 事 はバ ラモ ンのた め に用 意 され た も
の を食 べ る。
この 物 語 は 、Balaが バ ラモ ンた ちに 、 真 実 の祭 祀 とは 何 か を 説 き 明か す こ とに よ って 結 ば れ て
お り、祭 官 と して のバ ラモ ンに 対 立 す る修 行者 が存 在 した こ とを示 して い る。 ここ にバ ラモ ンの 宗
教 とは 異質 的 な要 素 を持 つ 、Balaの 宗 教 が 存 在 した こ とを 知 り得 るの で あ る。
文脈 に添 って 、 これ ら二 つ の宗 教 の 根 本 的 な 立場 の 相違 を 簡潔 に示 せ ぽ 次 の如 く とな ろ う。
1.不 可 触 民 の生 まれ であ って も、 修 行 に よ って 聖 者 とな り得 る。
2。 外貌 は痩 せ て お り、 糞 掃 衣 を 纏 って い る。
3.遊 行 の生 活 を基 本 と し、 乞 食 に よ っ て生 命 を 維 持 す る。
4.動 物 を犠 牲 にす る祭 祀 を否 定 す る。
これ ら1-4の 事 柄 は 、 ジ ャイ ナ教 のみ な らず 、 仏 教 の 古 層 の聖 典 の 中 に も見 出 され る ので あ り、
そ れ ぞ れ個 々 の事 柄 を支 持 す る宗 教 的 立 場 を と った 修 行 者 が 存在 した こ とを 、提 示 して い る ζ とに
な る。
この よ うに 、 これ ら の修 行 者 は 、 バ ラ モ ソとは 精 神 生 活 を 異 に し、 自制 者 と して 最高 の勝 者 の境
地 を 目指 す 反 バ ラモ ソ的 な宗 教 者 で あ り、 「沙 門 」 と総 称 され た 。 この沙 門 の グル ー プが 仏 教 や ジ
ャイ ナ教 の 興 起 に 当 た って深 い関 わ りを も って いた で あ ろ うこ とは 、 多 くの学 者 に よ って指 摘 され
て い る と ころ で あ る。 しか しなが ら、 こ の沙 門 の実 態 に つ い て は 未 だ 解 明 され て い な い6
本 研 究 の 目的 は 、 仏教 や ジ ャイ ナ教 が興 起 す る に あた って 、 そ の共 通 の 基盤 に な った で あ ろ う遍
歴 の修 行 者 「沙 門 」 の 実態 と特 性 を、 仏 教 とジ ャイ ナ教 の最 古 の聖 典 群 か ら解 明 し、 両 宗 教 成立 の
諸 条 件 の 把 握 を試 み る こ とに あ る。
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紀 元 前6-4世 紀 の イ ン ドに お い て、 さ ま ざま な宗 教 が 存 在 した こ とが 事 実 で あ って も、 そ れ ぞ れ
の宗 教 が彼 らの記 録 を 残 してい るわ け で は な い 。 今 日、 ほ とん どが伝 え られ て お らず 、 仏 教 と ジ ャ
イ ナ教 の みが 伝 え られ て い る とい って も過 言 で は な い 。 した が って本 研 究 にお いて は 主 と して仏 教
と ジ ャイ ナ教 の 文 献 に 基 づ く こ とに な る。 そ れ も最 初 期 の も の に限 る こ とに な る。 『ス ッ タ.ニパ ー
タ』 の成 立 に して も仏 陀 の 時 代 まで遡 る こ とは で きな い し、 ジ ャイ ナ教 の古 層 聖 典 もマ ハ ー ヴ ィー
ラの時 代 まで 遡 る こ とは で きな い が 、 新層 に 属 す る文 献 よ りは、 は るか に 仏 陀 や マハ ー ヴ ィー ラの
時 代 を 推 定 す る手 掛 りを 与 え て くれ る と考 え られ るか らで あ る。
か よ うなわ け で 、 仏 教 文 献 と して、 『ス ッタ ニ パ ー タ』(経 集)、 『ダ ンマ パ ダ』 ・(法句 経)を 、 ジ
ャイ ナ教 文 献 と して竃『ア ー ヤ ー ラ ンガ ・ス ッ.タ』、『ス ー ヤ ガ ダ ンガ ・ス ッタ』、『ウ ッタ ラ ッジ ャー
ヤ ー』、 『イ シバ ー シヤ ーイ ム』、 『ダサ ヴ ェ ー ヤ ー リヤ ・ス ッタ』を 研 究 対 象 とす る。.
これ ら の最 古 層 の文 献 を 基 礎 資 料 と し、 比 較 ・検 討 しな が ら仏 教 とジ ャイ ナ教 の両 宗 教 に 共 通 な
用 語 、 また 共 通 の 思 想 概 念 や 実 践 道 を 見 出 す こ とが 沙 門 の 実態 を解 明す る糸 口と な るで あ ろ う。 こ
れ ら両 宗 教 に共 通 して み られ る事 柄 は 、 仏 教 や ジ ャイ ナ 教 が独 自の教 団 と して活 動 を 始 め る以 前 、
す なわ ち、 バ ラモ ソに 対 抗 して 遊 行 ・遍歴 す る沙 門 に 共 通 の生 活 規 定(慣 習 性)で あ って 、 仏 教 徒
や ジ ャイ'ナ教 徒 が 独 自の 宗 派 を 形 成 した 最 初 期 の 頃 に お い て も、 踏 襲 され て いた こ とを 想 定 す る こ
とは 可 能 であ ろ う。
第2章 修 行 者 の 名 称 と そ の 特 性
仏 教 や ジ ャイ ナ教 の古 層 の聖 典 に 見 られ る修 行 者 の 一 般 的名 称 か 舷 主 な もの につ い て種 々検 討
を試 み た 。 これ ら の名 称 は 次 の 如 くで あ る。
① 沙 門(仏 教:sam即a/ジ ャ イ ナ 教:sam御a)② 比 丘(bhikk恥/bhikkhu)③ 自 制 者
(saiiata/salpjaya)④ 出家 者(anagara/apagara)⑤ 出 家 隠遁 者(pabbajita/pavvaia)⑥ 遊
行 者(・paribbajaka/pariwayaga,parivvayaka)⑦ 苦 行 者 ・(tapassin/tavassin,)⑧ 声 聞
(savaka/sava(9)a)
これ ら修 行 者 群 の代 表 的 呼 称 であ る② 比 丘 を と りあ げ 、 そ の特 質や 修 行 道 を要 約 してみ よ う。
比 丘 に 求 め られ る実 践 道 と して、 貧 欲(raga)、 瞑 志(dosa)、 愚 擬(moha)を は じめ と し、
愛 欲(kama)、 渇 愛(tanha)、 愛 執(sineha)等 、 人 間 が 愛 著 す る』もの を 断 ち切 るべ き こ と を
仏 教 とジ ャイ ナ教 が 等 し く説 く とこ ろで あ る。 以 下 、 両 宗 教 が 比丘 の 資格 と して等 し く説 く実 践 道
を示 して み よ う。
1.人 里 離 れ た 辺 境 の地 を 生 活 基 盤 と して 、 種 々の 苦 難 に耐 え 、恐 ろ しい野 獣 に も決 して怯 え な
い。
2.す べ て の生 類 に危 害 を加 え な い。
3.在 家者 と接 触 す る こ とな く、 何 もの を も所 有 しない 。
ま
4.正 しい時に托鉢 し、食に無執著でなけれぽならない。すなわち、他人のために料理 されたも
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の を 、 生命 を維 持 す る最 小限 度 を 食 す る。
5.身 ・口 ・意 を制 御 す る。
6.占 相 や 呪 法 を行 わ な い。
この 他 に 、 ジ ャィ ナ教 の比 丘 に託 され て、 仏 教 に は な い 実践 道 は 、言 葉 に 注意 す る ことや 自他 の
救 済 、 さ らに 禁 酒 で あ る。 そ の反 対 に、 仏 教 に あ って ジ ャィ ナ教 に な い もの と して、 女 性 と関 係 し
な い こ と、 また 、 無 明 や漏 や悪 い思 惟 を 根 絶 し、 随 眠 や 患 悩 を 生 み 出 さな い こ とが挙 げ られ る。 し
か しな が ら、 これ らの 実践 道 は比 丘 では な く、 他 の 修 行 者 の 名称 の 資質 に含 まれ て い た。
また 、 比丘 は他 の修 行者 の名 称 に置 き換 え られ て もい た 。仏 教 で はp鱒 σita,muni,pabbajitaで
あ り、 ジ.ヤイ ナ教 で は も っ と多 くの名 称 と同一 視 され て い る。 す な わ ち 、anagara,sama胆,sahu,
mu尊i,sa卑jaya,taマassin,pa鱒ita,niggantha,tavoha尊aで あ る。
そ して 、仏 教 も ジ 卍イ ナ教 も、 不 死 の境 地 であ る浬 藥 を 得 て再 生 しな い こ とが最 終 目的 で あ る。
そ の 目的 成就 の た め に 、完 成 者 で あ る覚 老 の教 え に 従 い 、 精進 す る こ とに な る。
,これ らは 比 丘 の 守 るべ き教 誠 で あ るが 、 比 丘 以 外 の 修 行 者 群 の 用 例 に つ い て もほ ぼ 同様 の こ とが
言 え る。 た だ し、 そ れ ぞ れ の 呼称 の用 例 数 にば らつ きが あ るた め 、 一 つ の 呼 称 を取 り上 げ た場 合 、
ジ ャイ ナ 教 に あ る概 念 が仏 教 に は な か っ た り、 そ の逆 もあ り得 た 。 しか し、 これ ら八 種 の 呼称 を総
合 して み る と、 修 行者 の 行 うべ き実 践 道 は、 僅 か の例 外 を 除 い て 、 仏 教 と ジ ャイ ナ教 が等 し く説 い
て い る とい って も過 言 で は な い 。
第3章 聖 者 の 名 称 と そ の 特 性
次 に 、 仏 教 や ジ ャイ ナ 教 の 古 層 の聖 典 に、 次 の よ うな聖 者 群 を 表 わ す 名 称 を 見 出 す 。
① バ ラ モ ン(brahmapa/mah御 弓,bambha胆 〉 ② 沐 浴 者(皿hataka/sinayaa)③ 牟 尼
(muni/m頗)④ 聖 仙(isi/isi)⑤ 聖 人(tadin/tain)⑥ 阿羅 漢(arahant/arahanta)⑦ 善
き人(sadhu/sahu)⑧ 聡 明 な人(medhavin/mehavin)⑨ 多 聞 の 人(bahussuta/bahussua)
⑩ 到 彼 岸 者(paragO/paraa,paraga)⑪ 覚 者(buddha/buddha)⑫ 勝 者(jina/li胆)⑬ 英雄'
(vlra/vira)⑭ 如 来(tathagata/tahagaya)⑮ 独 存 者(kevalin/kevalin)⑯ ナ ー ガ
(naga/naga)⑰ 駿 馬(司aniya,ajanlya/ai尊 胆),
これ ら聖者 群 の 中 か ら、 代表 的名 称 で あ る牟 尼 に要 求 され る理 想 像 、 あ るい は 実 践 道 と して 、仏
教 と ジ ャイ ナ 教 が 説 くと ころ を示 してみ よ う。
仏 教 に お い て、 牟 尼(muni)は 森 の 座 所 を 根 拠 地 と しなが ら、 村 々 に お け る乞 食 も、 生 命 を維
持 す るに 足 る施 食 を 受 け る。 そ の場 合、村 人 と親 交 す る こ とな く、 食 を 求 め る思 わ せ の言 葉 を発 す
る こ とな く、 与 え られ た もの に 十分 満足 す る。 こ の よ うな態 度 は 花 か ら花 へ 蜜 を 求 め て移 動 す る蜜
蜂 に 讐 え られ る。
遊 行 中 に他 の 出 家 修 行 老 や 在 家 者 と出会 って も、 「自分 が正 しい 」 と我 を は っ て論 争 す べ きで な
い 。 また 、 修 行 を 妨 げ る最 大 の もの が婦 人 で あ り、 堅 固 な心 を 持 ち、 婦 人 とは 絶 対 に 交 わ って は な
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らない。
次に 日常の心構えとして、愛欲、貧欲、樫み、驕 りと怠 りから遠離することを心がけ、見た り聞
いた り、思索 したこと等、すべてに靹著 しない。そ して 「わがもの」 という観念を捨て、輪廻転生
を終焉に導 くよう不放逸に励むべ きことが説かれる。 ・
この よ うな牟尼 は知 田老(khettajina)や 賢者 とも.呼ぽれ、修行の完成者 としての駿馬
(alaniya)に なることを理想 とする。
これらは出家修行者'どしての牟尼であるが、修行完成者 としての牟尼の姿も述べられている。・す
なわち、煩悩を滅 し、生を滅 した人、貧を離れた到彼岸者、・渇愛を滅ぼ した解脱者、愛欲に縛 られ
ない激流を渡った人、解脱 して生存を受けない人、不乖に到る自制者、樫貧を離れた寂静者、明行
足の聖者等として描かれる。
さらに、 ゴータマ ・ブッダ・その人を牟尼 と呼び、明行足(vijjacara尊asampanna)、 具眼者
.(cak≧huma)、 太陽の末喬(adiccaわandhu)と 置き換えられる。
ジ ャイナ教では、 出家修 行者 としての牟尼 に.つい ては、 出家者 ・比丘 ・聖仙 ・苦 行者






た遊行者、⑪怒 り、高慢、迷妄、貧 りから遠離、⑫断食による苦行、⑬不殺生の実践、.⑭ 「わがも
の」 という観念を持たない、⑮言葉の過失なきこと、等である。
これらと仏教に現われた牟尼の実践とを比較するとき、④⑫⑮を除けぽ、すべて仏教のそれ と合







第4章 戒 の共通基盤 と特殊化
出家行者 と聖者の名称が、仏教やジャイナ教において共通にみられ冠修行者や聖者に要求される




ここに、仏教やジャイナ教が、これ ら共通の遊行者の共同体から独立 ・分離 して独自の宗教教団







る。両宗教 ともに、五戒に相当する項 目をすべて挙げているわけではなかった。 しか し、』時間の経
過 とともに戒の項目が次第に整備された ようである。『梵網経』に列挙される 「小戒 ・中戒 ・大戒」、
及びr沙 門果経』に列挙 される 「聖なる戒薙」は初期仏教時代の沙門の戒を集成 したものであるが、
ここに寵された 「なすべぎでない行為」を 「捨て離れること」が要請されている。そ してこの戒纏
を具足すれぽ、無垢清浄な安楽を感受するという。1「戒⊥とは 「善い習慣、善い行動」の意味で、
この基本の立場は仏教やジャイナ教でも同様であった。例えぽ、ジャイナ教の第23祖 パーサが説い
た 「四禁戒の法」や同教の開祖マハーヴィーつが示 した 「五大誓戒」 も、「なすべ きでない行為」
を 「止める」「放棄する」 ことが規定 されている。仏教の 「四非事」または 「四不応作」も同 じ立
場にたっていた。・
さて、沙門の戒纏のなかで、冒頭に記される 「殺生 ・不与取 ・淫行 ・妄語を離れること」の4種
の戒が、配列の順序はともか くも1パ ーサの四禁戒の法、マハーヴィーラの五大誓戒、仏教の四非
事 ・四波羅i夷法(最 重罪)と も共通であることは、沙門の戒が当時のインド社会の同じ慣習法の基
盤に立脚 していることを証するものである。
そして、その特殊化の過程で、ジャイナ教は第5に 「無所得」を、第6に 「非時食」を離れるこ
とを、仏教では第5に 「不飲酒」を、第6に 「非時食」を離れることを、追加 している。
要するに、初期の遊行者としての生活か ら、定住化が進み、sa卑ghaやgapaの 確立に伴 っーて」
沙門の戒は、共通の基盤から、次第に戒律条文の整備が進み、両宗教教団独 自の戒へ と発展してい
ったといえよう。
第5章 教理 の共通基盤 と特殊化
次に、仏教やジャイナ教聖典に現われる法(ダ ルマ)の 用例と内容を比較するとき、法が共通の
概念に基づいていることを指摘できた。両宗教聖典の共通の表現である 「法を喜ぶ」「法を楽しむ」






例 ・慣習 ・風習」の意味を源流 とし、バ ラモンの守るべき4種 の義務、すなわち、人間の行為の規
範か ら社会の秩序 ・制度を規定する 「律法」の意味をもつに至る。一方、人倫を実現するようにた
もつ という主体的な意味で、「真理」 とみなされた。また、法は宗教的に 「祭祀の規定 ・法則」の
意味を伴ったが、これに対 しては、哲学的思索者の立場が区分されるようになった。アショーカ法












① 苦 の 終 滅













の論拠を与えるぼか りでなく、仏教 とジャイナ教が遊行者の共同体 と～・う共通基盤から発生 し、次
第に異質化が進んでいったことを示 している。
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第6章 並行詩脚 か ら見 た沙門 の実態
ヴィンテルニッツがr苦 行者の詩』または 『沙門の文学』と呼ぶ文献は、 ヴェーダの神話を基礎
とすることな く、歌い継がれた民間伝承に基づいている。この苦行者め詩は、』また仏教やジャ・イナ
教の聖典た船けると同様に、正統派の 『マン・Lバ ーラタ』にも浸透 していった。この事実を証明す
るものとして、並行詩脚(paralldpada)を 指摘できる。当時は人口に胞灸された多くの浮動詩
脚(floatingPada)が 存在 していて、沙門やバラモソの聖仙(rsi;Pali,Pkt/isi)た ちは、これ
らめ詩脚を自由匠組み立てて、自らの思想を表現する詩偶を作成 していったと解することができる。









































































形成による切磋琢磨を目的として、アーラーヌヤカや ウパrシ ャッドの林棲者、哲人 らの生活形態
や思想に触発されながら、新たな反バラモンの立場 と人間の生き方とを提唱する修行者であった。
さて、アーラーヌヤカ ・ウパニシャッ ドに安居が述べられ、バ ラモンの出家修行者(parivajaka)
は雨期において道徳を守 り、四ヵ月を一定の場所で修行することを規定している。この修行者の居







道や悟 りの内容等が継承 されたに違いない。 しかし、定住化が進むにつれて、独自性が打ち出され
ていったようである。二つの典籍を比較 したとき、相違点がこの独 自性に相当する。修行者群と聖
者群において共通性ぽか りでなく、異質な要素も見出された。また、戒や教理においては、共通な










から広汎な展開を示 さなかった。それは戒に対する厳格な遵守を堅持 した姿勢にも由来 したであろ
、う。 これに対 して、仏教では、社会環境の変化に対応 して主体的な適応の立場を取 り、開祖 ゴータ・
マ ・ブッダの教えに対する解釈の自由を認め、分派め合法性を規定 した。この結果、後世において




者 との2派 が生 じた。十事の非法 ・浄法の論争は、このような事情を背景 どして起こった出来事で
あった。
附篇 「沙門関係文献の基礎的研究
第1章 ジ ャ イ ナ 教 聖 典 の 翻 訳 と 文 法 学 的 註 記
醗 伽 勿 吻 顕 『ウ ッ タ ラ ッジ ャ ー ヤ ー 』rは ジ ャイ ナ 教 白衣 派 の 伝 え る45の 聖 典 中 、 根 本 経
(mα1asutta)の 第1に 位 置 す る36章 か らな るsutta(経)で あ る。 言 語 は古 典 サ ンス ク リ ッ ト語 で
は な く、 アル ダ ・マ ガ ダ語(Ardha-Magadh1)と 名 付 け られ る プ ラ ー ク リ ッ ト(Prakrit俗 語)
で あ る。 今 日ま で数 種 類 の刊 行 本 が 出版 され ては い るが 、 これ らの テ キ ス トは いず れ も、 か な り厄
介 な文 法 学 的 註 記 を必 要 とす る も.のぽ か りで あ「る。 批 判 的 校 訂 本(criticaledition)と み な され
る シ ャル パ ンテ ィエ の校 訂 本 に して も、Dev6ndraの 註 釈 を 使 用 した た め 、 文 法 批 判 に 貴 重 な手 助
け とな る韻 律(metre)を 無 視 して い る とい うL.ア ル ス ドル フ教 授 の批 判 が あ る。
しか しなが ら、 σ'伽 勿 吻 顕 は宗 教 詩 と して最 も価 値 の あ る経 典 の一 つ で あ る。 経 の中 心 部 分 は
詩 偏 、 す なわ ち一 連 の 金 言 、 讐 喩 と直 喩 、 対 話 と謳詩 で構 成 され 、 しか も最 も古 い も ので あ る。 こ
れ らの詩 偶 は 古 代 イ ン ドの 苦 行 者 の文 学 に属 し、 また 部 分 的 に は仏 教文 学 に類 似 す る もの が あ り、
否 応 な しに 翫 惣 吻 ∂如(経 集)を 思 い起 こ させ られ る6そ の中 の い くつ か の章 は 、一 連 の 格 言 に
よ る説 話 で あ りマ 弟 子 に 対 す る戒 め であ る。 また 、 修 行 者 が 辛 抱 強 く耐 えね ば な らな い苦 労 、 四つ
の 貴 重 な 事 柄(人 間 と して の誕 生 」InanuSatta、 ジ ャイ ナ教 の 聴 聞=sui、 ジ ャ「イ ナ 教 の 信 仰
=saddha、 苦 行 に 努 め励 む こ と 自sa痢a卯mivlriya)、 業 と罪 、聖 者 の 自発 的 な死 と愚 者 の不 本 意
な死 、 そ して 、 真 実 の苦 行 老 と虚 偽 の苦 行 者 につ いて 詳 述 して い る。 こ こに は適 切 な讐 喩 と簡 潔 な
言 語 に 勝 れ て い る 多 く の 格 言 が 見 出 され る が 、 そ の 中 の い くつ か は 、S%吻 吻 δ如 『経 集 』 や
D肱 〃襯 ⑫ αぬr法 句経 』 に お け る と同様 に 、共 通 の 畳句 に よ って連 ね られ てい る。




「Uttaradhyayana-sOtra第8章Kaviliya卑 の研 究 」
本 稿 で は 、 つ ぎの こ とを 論 述 した 。 古 いArya(ア ー リヤ ー)と 呼 ばれ る韻 律 の存 在 す るこ とが
知 られ る よ うに な った 。 こ の韻 律 は 仏 典 の パ ー リ語 や ジ ャイ ナ教 の ア ル ダ ・マ ガ ダ語 に お い て、 わ
ず か に存 在 す る。 醗 鰍 功物 顕(Skt.ひ 吻 短4勿 砂 α%α)第8章 は 、こ の古Aryaで 書 か れ て い るが 、
この 韻律 の特 徴 を紹 介 し、 新 しい テキ ス トの 読 み を示 し、 さ らに和 訳 を付 した 。 また 、言 語 学 的 手
法 を 用 い て難 解 な語 彙 の解 明を 行 な った 。
rUttarajjha頭 研 究 ■」
本 稿 は 、.砒 α吻 吻 δの 第9、.10、11章 の本 邦 に お け る初 訳 で あ り、 テキ ス トの 解 読 に必 要 な詳
しい 註記 を付 して い る。
「Uttarajjhaya研 究 皿一Harike甜 一 」
本 稿 は 、 こ1≠嬬 吻 吻 顕 第12章 の試 訳 と註 記 か ら成 る。 この章 は 、仏 教 文 献 の ジ ャー タ カ(Nα497、
マ ー タ ン ガ本 生)に 極 め て類 似 して い る。 シ ャル パ ンテ ィエ に よっ て両 伝 承 の比 較 検 討 が な され て
は い るが 、 な お も、不 明 の韻 文 が 存 在 す る。 本 稿 は 、 韻 律 の 楓 点か らテ キ ス トを修 正 レて 、 言語 学
的 に 解 決 した。
「Uttaraljhaya研 究y-Citra-Sambh豆 卑一 」
Citraと.Sambhαtaの 物 語 は、 翫 απ功擁 顕 第B章 と、 パ ー一リ文 ジ ャ ー タ カNα498と の双 方 に 見
出 され 、 同一 素材 か ら由来 した伝 承 と して興 味 深 い 。 本 稿 は 、 両 テ キ ス トを対 比 し、 こ の章 の和 訳
と詳 註 を付 す 。
rU㌻tarajjhaya研 究V」
本 稿 は 、 ぴ伽7吻 肋顕 第14、15、.16、17章 の 和 訳 と種 々の 問題 の解 明 を試 み た註 記 とか ら成 る。
内容 的 に は 古 代 イ ン ド人 の倫 理 観 とそ の実 践 道 が 説 か れ て い る。
rUttarajjhaya研 究V[」
本 稿 は 、 α 伽 吻 勿顕 第18章 の和 訳 と詳 註 とか ら 成 る。 これ は種 々 の 思想 の形 成 と発 展 を 知 る手
掛 りを 与 え る。 、 、,
「Uttarajlhaya研 究 皿一 第19章rム リガー の王 子 』一 」
本 稿 は 、 醗 伽 吻 勉 顕 第19章 の韻 律 、 和 訳 、 及 び 、 言 語学 的註 記 か ら構 成 され る。 本 章 の地 獄 の
描 写 は、 最 初 期 の仏 教 聖 典 『ス.ッタ ニパ7タ 』 や バ ラモ ン教文 献 『マ ハ ーバ ー ラタ』、 並 び に 『マ
3法 典 』・に も極 め て 類似.した もの が あ り、同 一 の 素材 か.ら由 来 した伝 承 で あ る こ とを 推 定 せ しめ る。
そ して、 これ らの 作 品 を対 比 す る こ とに よっ て、 古 代 イ ソ 、ド社 会 に お け る倫理 観 を窺 うこ とが で き
る。、、
第2章 ジ ャ イ ナ 教 聖 典 の 言 語 学 的 研 究
ジ ャイ ナ教 聖 典 に 用.いられ る言 語 は大 き く分 類 す れ ぽ 、(1)アル ダ ・マ ガ ダ語 、(2)ジ ャイ ナ ・シ ャウ
'ラセ ー ナ語
、(3)ジ ャイ ナ ・マハ ー ラ ー シ ュ トラ語 、(4)ア パ ブ ラ ンシ ャ語 の4種 で あ る。 現存 す る聖
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典 は 白衣 派 の も のが 圧 倒 的 に 多 く、 そ の主 要 言 語 は ア ル ダ ・マ ガ ダ語 で あ る。 従 って 、 ジ ャイ ナ教
を研 究す る上 で、 この 言 語 の 習 得 が不 可 欠 とな る。 しか し、 既 刊 の アル ダ ・マ ガ ダ語 辞 典 や プ ラー
ク リッ ト文 法 では 解決 で きな い 語 彙 が数 多 く存 在 す る。 本 章 に 収 録 され た諸 論 文 は、 難 解 な ア ル ダ
・マ ガ ダ語 の語 彙 研 究 が 中 心 とな る。
「中 期 イ ン ド ・ア リア ン語 に お け る両数 形 に つ い て」
本 稿 は 、 中 期 イ ン ド ・ア リア ン語 に お い て極 め て稀 で は あ るが 、 両 数形(dua1)が 存 在 した こ
とを例 証 した 。 プ ラ ー ク リ ッ ト語 の文 法 書 は 、英 語 や ドイ ツ語 で書 か れ た もの に 限 っ て も十 指 を数
え るが 、 いず れ も数 詞 の1"2"以 外 に は 両数 形 が存 在 しな い こ とを 、「認 め て い る。 す なわ ち、 単数
形 と複数 形 は あ るが 、 サ ンス ク リ ッ ト語 の よ うに 両数 形 は な い とみ て い る。 本稿 は㍉.中期 イ ン ド・
ア リ ア ン 語 の 中 で ア ル ダ ・マ ガ ダ語 に 両 数 形 が 存 在 す る こ と を・2例 指 摘 し た 。 例 え ば 、「
σ吻7吻 吻 顕23.89にKesigoyameと い う語 が あ る。 ドイ ツの 文 法 学者 ヤ コ ー ビは、 これ を 対 格 の
複数 形(acc.p1.)に と り、 この 問 題 を 解 決 し よ うと した がく それ に無 理 が あ る こ とを シ ャル パ ン
テ ィエ は 指摘 した 。 筆 者 は 、Ke菖i-Gautamau>Kesi-Goyamo>Kesi一Goyameの 音声 的発 達 過 程 を
提 示 し、語 尾 一eは 古 い両 数 形 の語 尾 で あ る こ とを論 証 した。
rUttarajjhayaの 言 語 学 的 註 記 」 ・
本 稿 は 、0吻 吻 ヲ肋 顕 に 見 られ る難 解 な 語 彙 、aieと ・而ha6を 取 り上 げ 、 音韻 論 、韻 律 論 の視 点
か ら解 明 した。
「Isibhasiyailpの 言 語 学 的註 記 」
本 稿 は、 観 肋傭 加 勿 に見 られ る未 解 決 の語 彙 に 新 しい語 源 解 釈 を与 え た 。 観 わ肋s加 勿 も
砒 α吻 弛砂 盈と同 様 に 、 最 古 の ジ ャイ ナ教 聖 典 の一 つ で あ り、 初 期 仏 教 研 究 に 欠 か せ な い文 献 の一
つ で あ る。使 用 され た言 語 は ア ル ダ ・マ ガ ダ語 で あ り、未 解 決 の 問 題 が あ る の で、 本 論 で は三 つ の
問 題 点 を 取 り上 げ た。
「Uttarajjhayaの 言 語 学 的註 記 皿」
本 稿 は 冨 σ'伽吻 肋 顕 か ら三 つ の 詩偶(こ1舐 ユ4.22;14. 、32;17.5)を 取 り上 げ、'同様 に新 しい
解 釈 を 示 した 。
「Uttarajjhayaの 言 語 学 的研 究 一接 尾 辞 一iエnaにつ い て」
プ ラ ー ク リ ッ トを読 む とき サ ンス ク リッ トに置 き換 え(還 梵)て 理 解 す る方 法 が と られ る。 しか
し、 プ ラ ー ク リ ッ トに は サ ソス ク リッ トに な い接 尾 辞 も多 く、 誤 った サ ソス ク リッ トの対 応語 が示
さ れ る こ とが あ る 。 こ こ で は 、 接 尾 辞 一imaに 焦 点 を 当 て て 、 ジ ャ イ ナ古 聖 典 の 白 つ で あ る
Dαsαθ6ッ∂勿 αか ら 一imaを もつ 語 を取 り上 げ て、 語 義 解 釈 を した6
「ジ ャイナ 古 層聖 典 に お け るappa@一,atta(切 一,ata一,aya一に つ い て」
イ ン ド思 想 史 に お い て 、中 心 的 概 念 の 一 つ で あ るatman(ア ー トマ ソ)と い う語 は 、仏 教 の パ ー
リ聖 典 に お い てatta一 とい う語 形 を も って 現 わ れ るの で あ るが 、 ジ ャイ ナ教 の 古 聖 典 に お い て は
appa(n)一,atta(p)一,ata一,aya一 の4語 形 が 存在 す る。 これ らが どの』よ うに異 な るか を解 明 した。
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この た め ジ ャイ ナ 教 の 最:古の聖 典 の一 つ で あ る24y伽 伽8π一ε鰯 αの第1篇 を 中 心 に これ ら4語 形
が もつ そ れ ぞ れ の概 念 を規 定 した。 さ らに これ ら4語 形 が 如何 な る理 由 で 同一 作 品 に見 られ るか も
検 討 した。 ジ ャイ ナ 教 に お い てatmanの 概 念 は 、① 「自己 」 「自分 自身 」、 ② 輪 廻 転 生 の 主 体 た る
「我(霊 魂)」 の二 つ に分 類 され る。 そ して、 この2概 念 は そ れ ぞ れapPa(ゆ 一,atta(ゆ 一,ata一,aya一
の4語 形 で現 われ る ζ とが 知 られ る。
.音韻 学 の視 点 か ら は、atta(切 一と 茸ppa(ゆ 一 とは 同 時 代 で あ り、atta(p)一 はata一 やaya一 よ り
語 形 と して は 古 い と見 倣 し得 る。 またatta(n)一 とappa(p)一 とはatmanか ら派 生 した こ とに 変 わ
りは な い が 、 異 な った音 韻 法 則 に 基 づ い て い る。 換 言 す れ ば 、 地域 の 相違 を示 して い 為。
「ジ ャイ ナ 古層 聖 典 に おけ る ブ ッダの概 念 」'
ブ ッダ とい えば 仏 教 の開 祖 ゴ ー タマ ・ブ ッ ダを 思 い 浮 か べ るが 、 第1篇 で論 述 した よ うに、 道 を
求 め て遊 行 す る当 時 の修 行 者 の一 つ の 呼称 で あ った 。
本 稿 は 、 ジ ャイ ナ教 の古 層 聖 典 に 現 わ れ る 「ブ ッダ」 とい う語 の 用 例 を示 し、 それ らの意 味 す る
と ころ を 考 察 し、次 の三 つ の範 疇 に 分類 され る こ とを 明 らか に した 。 す な わ ち 、① イ ン ドー 般 の概
念 で あ る と ころ の 愚者 に対 す る賢 者 、② 一 般 の修 行 者 とは 区 別 され るべ き尊 称 、③ 解 脱 の境 地 に あ
る修 行 の 完 成 者 で あ り、註 釈 類 にお いて は 阿 閣梨(acarya)に 比 定 され る。
「通 俗 語 源 説 に み る ジ ャイ ナ の修 行 者 像 」
現 代 の 語 源 学研 究 の 水準 か ら見 れ ぽ採 用 され 得 な い が、 そ の語 に 具 体 的 な 概 念 を包 含 し よ う と し
た 工 夫 と もい うべ き通 俗 語 源 解 釈 を 検 討 す る こ とに よっ て、 古 代 イ ン ドに お け る修行 者 の実 践 倫 理
と理 想 像 を 明 らか に した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、前6～4世 紀のイソドにおいて、正統派のバ ラモソ教に対抗 して拾頭 した遍歴の修行
者 「沙門」(Skt.6ramana,Pkt.samana)の 実態 とその特性を、仏教 とジャイナ教の古層の聖典
を比較検討することによって解明し、両教成立の共通基盤 とその独自性形成の諸条件を考察す るこ
とを目的とする。全篇は主篇7章 、附篇2章 から構成 され る。






ついで、研究の基礎資料を古層の聖典、仏教では5%伽 吻 伽,D加 〃襯⑫α磁 に、ジャイナ教で
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はAy伽 魏 即 一s%伽,S砂 α即4伽8αrs%伽,Dα ε副 須 勿 αrs%伽,ひ 吻 名吻h卿,観 わ擁s加 勿 に 限 定 し、 両
教 の聖 典 に お け る新 層 と古 層 を 考 慮 し、註 釈 を 参照 しつ つ もそ れ に と らわれ ず 、 韻 律 に 基 づ い て 古
テ キ ス トの原 意 を追 求 しなけ れ ぽ な らな い 、 と して い る。
第2章 「修 行 者 の名 称 とそ の 特 性 」 で は 、 古層 の 聖 典 にみ え る修 行者 を表 わ す 諸 名 称 の 中 か ら、
① 沙 門(Pali,sama照/Ardha-Magadhl,sama耳a)、 ② 比 丘(bhikkhu/bhikkhu)、 ③ 自制 者
(sa面ata/sa輌aya)、 ④ 出 家 者(anag亘ra/a照gara)、 ⑤ 出家 隠遁 者(pabbajita/pavvaia)、 ⑥
遊 行 者(paribやajaka/pariwayaga,parivvayaka)、 ⑦ 苦 行 者(tapassin/tavassin)、 ⑧ 声 聞
(savaka/sava[g]a)と 取 り上 げ てそ の実 態 を窺 う。 第3章 「聖 者 の名 称 とそ の 特 性 」 で は 、聖
者 を 表 わ す 名 称 の 中 か ら 、 ① ベ ラ モ ン(brahma照/m曲a照,bambh御a)② 沐 浴 者
(nhataka/sinayaa)③ 牟 尼(muni/mupi)④ 聖仙(isi/isi)⑤ 聖 人(tadin/tain)⑥ 阿羅 漢
(arahant/arahanta)⑦ 善 き人(sadhu/sahu)⑧ 聡 明 な 人(Inedhavin/:hehavin)⑨ 多 聞 な人
(bahussuta/bahussua)⑩ 到 彼 岸 者 「(paragU/paraa,paraga)⑪ 覚 者(buddha/buddha)⑫
勝 者(jina/jipa)⑬ 英 雄i(vlra/虹ra)⑭ 如 来(tathagata/tahagaya)⑮ 独 存 者
(kevalin/kevalin)⑯ ナ ー ガ(naga/naga)⑰ 駿 馬(司aniya,ajan取a/ai興a)を 抽 出 して、 そ
の実 態 を詳 細 に提 示 してい る。 ∴
そ の結 果 を踏 ま えて 、 これ らの 名 称 が 仏 教 や ジ ャイ ナ教 の古 層 の聖 典 に お い て共 通 な意 味 と特 殊
な 意 味 を賦 与 され て い る こ とを 確 認 し、 両 教 の修 行 者 や 聖者 の 中か ら生 まれ 、 特殊 化 の 自覚 が教 団
の形 成 を推 進 した との推 定 を確 定 し よ う と して い る。論 証 に 当 た っ て、 論 者 は 従来 の研 究 の視 点 を
ほ ぼ 踏襲 して い る が、 提 示 され た 資 料 に は 、 従 来 の 研 究 に お い て提 示 され な か った 用例 が数 多 く付
加 され 、新 知 見 も少 な くな い。
第4章 「戒 の共 通 基 盤 と特 殊 化 」 では 、 仏 教 と ジ ャイ ナ教 の古 層 の聖 典 に 現 わ れ る戒(sia)を
比較 して ぐ共 通 な戒 と特 殊 な戒 が 提 示 され て い る こ とを確 認 す る。 初 期 の 段 階 で は 、両 教 と もに五
戒 に 相 当 す るす べ て の項 目を挙 げ て は い な い が 、「時 の経 過 と と もに戒 の項 目が整 備 され た とみ る。
す な わ ち 、 動 α勉 〃吻 認α一s蛎劒 孟α(梵 網 経)やS励 α励 ⑫ 勉Zα一s協α物(沙 門 果 経)に 列 挙 され
る戒 の 中 で 、冒 頭 に記 され る 「殺 生 ・不 与 取 ・淫 行 ・妄 語 を 離れ る こ と」 の4種 の 戒 は 、 ジ ャイ ナ
教 で は 、 配列 の順 序 は不 同 なが ら、 ジ ャイ ナ教 の 第23祖 パ ーサ の 四禁 戒 の法 、 第24祖(歴 史 上 の開
祖)マ ハ ー ヴ ィー ラ の五 大 誓 戒 中 の は じめ の4誓 戒 と重 な り、仏 教 の四 非 事 ・四波 羅 夷 法(最 重 罪)
と も共通 して い る こ とは、 沙 門 の戒 が 当 時 の イ ン ド社 会 共通 の慣 習 に基 づ い1てい る との学 説 を追 認
し た の ち に 、仏 教 とジ ャイ ナ教 とが 成 立 す る過 程 で 、 ジ ャイ ナ教 では 第5に 「無所 得 」 を、 第6に
「非 時食 」 を離 れ る こ とを、 仏 教 で は第5に 「不 飲 酒 」 を 、 第6に 「非 時 食 」 を離 れ る こ とを追 加
した モ テ ィ.一フ とそ の過 程 を資 料 の上 で 追 跡 して い る。
第5章 「教 理 の 共 通 基 盤 と特 殊 化 」 で は 、 仏 教 と ジ ャ イ ナ 教 の 古 層 の 聖 典 に 現 わ れ る 法
1(dh
amma)の 用 例 と内 容 を比 較 して、 共 通 な 「法」 と特 殊 な 「法 」、が 提 示 され て い る こ とに 注 目
す る。 初 期 仏 典 に 現わ れ る ・「法 」 と ジ ャイ ナ教 の 「法 」 とを 考 察 し、 基 本 的 に は 同一 概 念 を共 有 す
文291
ると見.る、さらに、ヴェーダ聖典や法典やアショ戸力碑文 の法と対比して、沙門の説 く 「法」は、
古代イン ド社会の 「法」の観念を基盤 としつつも、反バラモンの立場から、「法」に特殊な意味付
けを加えた経緯をたどり得る、と論 じている。
また、ウづニシャッド以来のイ ソド思想共通の基盤に立っ仏教 ・ジャイナ教の輪廻思想や業説、





かつてヴィンテルニヅツが 「苦行者の詩」または 「沙門の文学土と称 した仏教やジャイナ教の聖典








第7章 「結論」では、以上の考察を論拠 として、個々の徳 目に関連 した並行詩脚が、仏教やジャ
イナ教の古層に属する聖典群に存在 し、しかも詩句全体が同趣旨を述べていることは、両教が原初




附篇 「沙門関係文献の基礎的研究」':ジ ャイナ教白衣派の根本経典とされる 醗伽吻隔顕 は、ア




ドルフの批判 も提示されている。論者は、この立場から 醗嬬 吻晦顕 のテキス トを批判的に検討 し、
韻律と言語学的手法を用いて難解な語彙を解明し、それに基づいて新 しいテキス トの読みを示 し、
和訳と文法学的 ・語源学的註記を与えている。 この成果が主篇の基礎となっている。
、以上の如 く:本論文は、仏教 とジャイナ教の古層の聖典に見える沙門どその類義語について、原典








が不足 してお り・今後検討すべき課題 として残されている・また・論 文の轍 資 料の選択 考察
の徹底など考慮すべき点がないではないが、これは本論文の評価を妨げるほどのものではない。
以上の理由によって、本論文の提出者は、博士課程を修了 し、博士(文 学)の 学位を授与 される
に十分な資格を有するものと認められる。
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